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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/38     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/32     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/38    　　　Ａ
   Ｃ２２Ｃ  19/00    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｍ   4/24    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｍ   4/32    　　　　
   Ｈ０１Ｍ  10/30    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　正極と、水素吸蔵合金を用いた負極と、アルカリ電解液とを備えたニッケル・水素蓄
電池において、上記の正極として焼結式のニッケル極を用いると共に、上記の水素吸蔵合
金として、少なくとも希土類元素とマグネシウムとニッケルとを含み、Ｃｕ－Ｋα線をＸ
線源とするＸ線回折測定において２θ＝３１°～３３°の範囲に現れる最強ピーク強度（
ＩＡ）と、２θ＝４０°～４４°の範囲に現れる最強ピーク強度（ＩＢ）との強度比（Ｉ

Ａ／ＩＢ）が０．１以上であり、上記の希土類元素とマグネシウムとの合計量に対するマ
グネシウムのモル比が０．３以上であり、かつ、希土類元素とマグネシウムとの合計量に
対する他の元素のモル比が３．３より大きいものを用いたことを特徴とするニッケル・水
素蓄電池。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　この発明におけるニッケル・水素蓄電池においては、上記のような課題を解決するため
、正極と、水素吸蔵合金を用いた負極と、アルカリ電解液とを備えたニッケル・水素蓄電
池において、上記の正極として焼結式のニッケル極を用いると共に、上記の水素吸蔵合金
として、少なくとも希土類元素とマグネシウムとニッケルとを含み、Ｃｕ－Ｋα線をＸ線
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源とするＸ線回折測定において２θ＝３１°～３３°の範囲に現れる最強ピーク強度（Ｉ

Ａ）と、２θ＝４０°～４４°の範囲に現れる最強ピーク強度（ＩＢ）との強度比（ＩＡ

／ＩＢ）が０．１以上であり、上記の希土類元素とマグネシウムとの合計量に対するマグ
ネシウムのモル比が０．３以上であり、かつ、希土類元素とマグネシウムとの合計量に対
する他の元素のモル比が３．３より大きいものを用いるようにしたのである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

